
（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会     　　　　　　　　

科目番号・科目名 （１）　職務の理解

指導目標
1 介護保険制度及び障がい福祉制度におけるサービス内容を体系的に理解出来る。
2 介護職の仕事内容をイメージ出来る。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 多様なサービスの理解 2 2 0

<講義内容>

・研修課程全体の説明（項目相互の関連性）

・視聴覚教材を用いた各種介護保険サービス、介護保険外サービス内容

及びテキスト教材学習

サービスの紹介。

・介護保険サービス及び障がい福祉サービス他介護保険外サービスの種類

と内容及び特徴の説明

・テキスト・視聴覚教材を用いたキャリアパスについての説明

2 介護職の仕事内容や働く
現場の理解

4 4 0

<講義内容>

・テキスト及び視聴覚教材を用いた介護現場の紹介。

・講師による体験談

<見学内容>

・病院等、有料老人ホーム及び訪問介護、通所介護の在宅事業所を各事業

の特徴の説明を交えて見学する。

（合計時間数） 6 6 0

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版
介護職員初任者研修　ＤＶＤ

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （２）　介護における尊厳の保持・自立支援

指導目標

①利用者の尊厳ある暮らしを支える専門職として、介護・福祉サービスの基本的視点を理解

し、その介護展開の方法を身につけるとともに虐待防止・身体拘束禁止などの倫理観を醸成す
る。

②自立・自律支援、介護予防の基本的視点を理解できる。

③人権を身近なものとして捉え、理解・実践できるようになる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 人権と尊厳を支える介護 3 1 2

<通信学習課題の内容>

・人権と尊厳を支える介護

<講義内容>テキストによる

・人権と尊厳の保持に係る基本的視点についての講義。

・人権と尊厳の保持に係る諸制度・法制度の講義

<演習内容>

・「高齢者虐待」について班体制を用いて、グループディスカッションを行う。

2 自立に向けた介護 4 1 3

<通信学習課題の内容>

・レポート：介護の目標と展開

<講義内容>

・具体例を交えた自立支援・介護予防の基本的視点についての

講義。

<演習内容>

・「自立支援」について班体制を用いて、グループディスカッション
を行う。

3 人権啓発に係る基礎知識 2 2 0

<講義内容>

・身近な人権のことの具体例を交えた講義。

<演習内容>

・「身の回りの人権問題」について班体制を用いて、グループディ

スカッションを行う。

（合計時間数） 9 4 5

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

介護職員初任者研修　ＤＶＤ

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （３）介護の基本

指導目標

1 介護職に求められる専門性、役割、多職種協同の重要性を理解できる。

2 介護職に求められる高いモラル意識を醸成できる。

3 介護現場でのリスクマネジメント全般についてその方法・知識について理解できる。

④　専門職として求められる健康管理について理解し、その意識を醸成できる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 介護職の役割、専門性と

多職種との連携
3 1 2

<通信学習課題の内容>

・介護職の役割、専門職と多職種連携

<講義内容>

・サービス事業ごと、専門職種ごとの特徴、役割、チームケアの重

要性についての講義。

・専門職としての介護職についての講義。

2 介護職の職業倫理
1 1 0

<講義内容>

・介護福祉士制度に基づく介護職に求められる高い倫理観につ

いての講義。

・利用者本位と自立支援を交えた講義。

3 介護における安全の確保

とリスクマネジメント
1.5 0.5 1

<通信学習課題の内容>

・介護におけるリスクマネジメントについて

<講義内容>

・介護現場におけるリスクマネジメントの実務についての講義。

<演習内容>

「ヒヤリ・ハット」について班体制を用いたグループディスカッション

4 介護職の安全 0.5 0.5 0

<講義内容>

・介護職のストレスマネジメントを具体例を交えて講義。

<演習内容>・

・「バーンアウト」について班体制を用いたグループディスカッション

・テキスト通りに正しい手洗い方法を実際に行う。

（合計時間数） 6 3 3

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （４）　介護・福祉のサービスの理解と医療の連携

指導目標

1 介護保険制度の担い手として知っておくべき理念・知識について理解できる。

2 介護職として行うことのできる、してはいけない医療行為について理解できる。

③　障がい福祉サービス全般についてその理念・知識について理解できる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 介護保険制度 2.5 0.5 2

<通信学習課題の内容>

・介護保険制度

<講義内容>

・介護保険制度創設の背景・動向、仕組み全般についての講義

2 医療との連携とリハビリ
テーション

6 0.5 5.5

<通信学習課題の内容>

・介護現場における医行為と看護、リハビリテーションとの連携

<講義内容>

・介護職としての医療行為を具体例を交えて講義

3 障がい者総合支援制度
およびその他制度

0.5 0.5 0

<講義内容>

・障がい福祉サービス諸制度の動向、仕組みについての講義。

（合計時間数） 9 1.5 7.5

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　　     　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                        

科目番号・科目名 （５）　介護におけるコミュニケーション技術

指導目標
1 対象利用者の身体的・心理的特徴を踏まえたコミュニケーション技法が習得出来る。
2 チームケア実践に必要な記録・会議運営について、その位置づけ・重要性を理解し、チーム

の一員として実践出来ように知識・技術が習得出来る。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 介護におけるコミュニケ
ーション

4.5 1.5 　　3

<通信学習課題の内容>

・介護におけるコミュニケーション

　レポート：介護業務に従事する際の記録の重要性について

<講義内容>

・対象利用者の身体的・心理的特徴を踏まえたコミュニケーション技法につい

ての講義。

<演習内容>・

・「非言語的コミュニケーション」を用いた伝言ゲーム

・面接で用いられる効果的な技術を体験する。

2 介護におけるチームのコ
ミュニケーション

1.5 1.5 0

<講義内容>

・介護現場における記録の目的・方法について具体例を交えた講義。

・報告・連絡・相談の留意点について具体例を交えた講義。

（合計時間数） 6 3 3

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　          　　　　　　   

商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （６）　老化の理解

指導目標
1 高齢に伴う高齢者全体の心身機能の変化について理解出来る。
2 高齢者に多い疾病とそれに対する介護職として知っておくべき留意点について理解できる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

1 老化に伴うこころとから
だの変化と日常

4 1.5 2.5

<通信学習課題の内容>

・老化に伴うこころとからだの変化と日常

レポート：老化に伴う心身機能の変化と起こりうる日常生活の影響

<講義内容>

老年期に起きる心身機能の変化について具体例を交えて講義。

<演習内容>

「老年期の喪失体験」について班体制を用いてグループディス

カッション

2 高齢者と健康 2 1.5 0.5

<通信学習課題の内容>

・高齢者と健康

<講義内容>

・高齢者に多い疾患とその対応・留意点について具体例を交えて講義。

（合計時間数） 6 3 3

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　          　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （７）　認知症の理解

指導目標

1 認知症ケアの理念について理解できる。
2 医学的視点から見た認知症の基礎知識と健康管理について理解する。
3 認知症症状の特徴とそれに伴う生活障がいを理解し、認知症ケアを理解出来るようになる。

4 認知症利用者を介護する家族への援助方法について理解し、実践出来るようになる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

①認知症を取り巻く状況 1.5 0.5 1

<通信学習課題の内容>

・認知症を取り巻く状況

レポート：パーソンセンタードケアの考え方と認知症ケアの視点

<講義内容>

認知症ケアの基本的視点についての講義。

②医学的側面から見た認知症
の基礎と健康管理

1.5 0.5 1

<通信学習課題の内容>

・医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理

<講義内容>

・医学的視点で認知症の病理、治療方法についての基礎知識について具体

例を交えて講義。

③認知症に伴うこころとから
だの変化と日常生活

1.5 1 0.5

<通信学習課題の内容>

・認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活

<講義内容>

・認知症状ごとのケア手法について具体例を交えて講義。

・認知症ケアの注意点について具体例を交えて講義。

<演習内容>

ＩＣＦを活用した事例について班体制を用いてグループディス

カッション

④家族への支援 1.5 1 0.5

<通信学習課題の内容>

・家族への支援

<講義内容>

・認知症利用者を介護する家族を取り巻く状況について、具体例を交えて講

義。

・レスパイトケアの具体例を交えて講義。

（合計時間数） 6 3 3

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　          　　　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （８）　障がいの理解

指導目標
①障がい者福祉の理念・基本視点について理解できる。
②障がいごとの心理・行動の特徴とそれぞれの支援方法について理解し実践出来るようになる。
③障がい者を介護する家族への援助方法について理解し、実践出来るようになる。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

①障がいの基礎的理解 1.5 0.5 1

<通信学習課題の内容>

・障がいの基礎的理解

レポート：介護職が大切にしなければならない障がい者福祉の理念

<講義内容>

障がい福祉の理念についての講義

②障がいの医学的側面、生活
障がい、心理・行動の特徴、か
かわり支援等の基礎的知識

1 0.5 0.5

<通信学習課題の内容>

・障がいの医学的側面、生活障がい、心理、行動の特徴、かかわり支援

<講義内容>

障がいごとの心理・行動の特徴とそれに対する支援方法について具体例を交

えて講義。

③家族の心理、かかわり支援
の理解

0.5 0.5 0

<講義内容>

・障がい者を介護する家族を取り巻く状況について、具体例を交えて講義。

レスパイトケアの具体例を交えて講義。

（合計時間数） 3 1.5 1.5

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在



シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　        　　　    

商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （９）　こころとからだのしくみと生活支援技術

指導目標

1 コンプライアンスの基本とエビデンスに基づいたケアの実践について理解する。
2 こころのしくみとその影響についてケアに結び付けて理解する。
3 からだのしくみとその影響についてケアに結びつけて理解する。
4 多種多様な生活習慣を理解し、利用者個々の価値観をケアに反映させる事が出来る。
5 快適な居住環境に関する知識を理解し、福祉用具の種類とその支援方法を理解する。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

①介護の基本的な考え方 4 　3 1

<通信学習課題の内容>

・介護の基本的な考え方

<講義内容>

・介護福祉士の義務規定と倫理をもとに講義。

・理論にもとづくく介護の展開の重要性について具体例を交えて講義。

②介護に関するこころのしく
みの基礎的理解

4 2 2

<通信学習課題の内容>

・介護に関するこころの仕組みの基礎的理解

<講義内容>

・こころとからだの相関にについてその影響と基礎的知識について、具体例を
交えて講義

③介護に関するからだのしく
みの基礎的理解

4 3 1

<通信学習課題の内容>

・介護に関するからだのしくみの基礎的理解

<講義内容>

・専門職として知っておくべきからだの仕組みについて、具体例を交えて講

義。

・テキスト及び視聴覚教材を用いたボディメカニクスの基礎的理解

<演習内容>

ボディメカニクスの基本知識について実技
（身体を動かして）を交えて説明

④生活と家事 6 4 2

<通信学習課題の内容>

・生活と家事

<講義内容>

訪問介護の家事中心型を具体例を交えて講義。
・対象利用者の多様な生活習慣・価値観について具体例を交えて講義。

<演習内容>

「時代背景と生活様式・習慣、価値観」について、班体制を用いてグループデ

ィスカッション

➄快適な居住環境整備と介護 6 2 4

<通信学習課題の内容>

・快適な居住環境整備と介護

レポート：福祉用具の定義、福祉用具対象品目、福祉用具の利用方法

<講義内容>

・居住環境の整備方法、福祉用具それぞれの特徴・使用方法について具体

例を交えて講義。

<演習内容>

「居住環境のバリアフリー化」について班体制を用いてグループディスカッショ
ン・ケーススタディ

（合計時間数） 24 14 10

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版



※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　          　　　　　　



商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （９）　こころとからだのしくみと生活支援技術

指導目標

6 整容介助の係る基礎知識を理解し、技術演習を通して介助技術を習得出来る。
7 移動・移乗介助に係る基礎知識を理解し技術演習を通して介助技術を習得出来る。
8 食事介助に係る基礎知識を理解し、実技演習を通して介護技術を習得出来る。
9 入浴介助に係る基礎知識を理解し、技術演習を通して介助技術を習得出来る。
10 排泄介助に係る基礎知識を理解し、技術演習を通して介助技術を習得出来る。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

⑥整容に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向けた
介護

6 6 0

<通信学習課題の内容>

・整容に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護

<講義内容>

・視聴覚教材予備知識の習得。

・整容介助に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「衣服の着脱援助技術」「洗面場面の援助技術」について実技形式で実施。

⑦移動・移乗に関連したここ
ろとからだのしくみと自立に
向けた介護

6 6 0

<通信学習課題の内容>

・移動・移乗に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護

<講義内容>

・視聴覚教材を用いた予備知識の習得。
・移動・移乗介助に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「ベッド周りでの移動・移乗援助技術」「車椅子の操作方法（室内外）」「視覚
障がい者の付き添い援助技術（屋内外）」「ベッド上での体位交換方法」につ
いて実技形式で実施。

⑧食事に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向けた
介護

8.5 6.5 2

<通信学習課題の内容>

・レポート食事に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護

<講義内容>

・視聴覚教材を用いた予備知識の習得

・食事介助に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「食事介助（様々な食事形態を用いた）や飲水介助」「とろみのつけ方」

「調理・食器の工夫」「介護用品を用いた食事姿勢の保持」について実技形

式で実施。

⑨入浴・清潔保持に関連した
こころとからだの仕組みと自
立に向けた介護

8.5 8.5 0

<通信学習課題の内容>

・入浴・清潔保持に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介

護

<講義内容>

・視聴覚教材を用いた予備知識の習得

・入浴介助に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「ベッド上での清拭介助」「足浴・手浴の介助」「入浴介助」について実技形式
で実施。

⑩排泄に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向けた
介護

6 6 0

<通信学習課題の内容>

・排泄に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護

<講義内容>

・視聴覚教材を用いた予備知識の習得

・排泄介助に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「ベッド上での排泄介助」「トイレ・ポータブルトイレの介助」

「尿瓶を用いた介助」「腹部のマッサージの仕方」について実技形式で実施。

（合計時間数） 35 33 2



使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　          　　　　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         



科目番号・科目名 （９）　こころとからだのしくみと生活支援技術

指導目標

11 睡眠に係る基礎知識を理解し、実技演習を通して介護技術を習得出来る。
12 ターミナルケアに係る基礎知識を理解し、実技演習を通して介護技術を習得出来る。
13 介護過程とその展開方法について理解出来る。
14 様々な介護場面における介助方法について、一連の中で臨機応変に実施出来る。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）

⑪睡眠に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向けた
介護

3 3 0

<通信学習課題の内容>

・睡眠に関連したこころとからだの仕組みと自立に向けた介護

<講義内容>

睡眠に関する基礎知識を具体例を交えて講義。

<演習内容>

「安楽姿勢」について介護用品の使い方を交えて実技形式で実施。

⑫死にゆく人に関連したここ
ろとからだのしくみと終末期
介護

3 3 0

<通信学習課題の内容>

・死に行く人に関連したこころとからだの仕組みと終末期介護

<講義内容>

・ターミナルケアに関する基礎知識を具体例を講義。

<演習内容>

「エンゼルケア」についてエンゼル用品の使い方を交え実技形式で実施。

⑬介護過程の基礎的理解 5 5 0

<講義内容>

・介護過程の目的・展開方法を具体例を交えて講義。
「具体事例」について、班体制を用いたｹｰｽスタディ

⑭総合生活支援技術演習 5 5 0

<演習内容>

下記事例について班体制を用いてロールプレーン及びグループディス

カッション

・通所リハビリテーションでの利用者様への支援方法を

・訪問介護における利用者様への支援方法

（合計時間数） 16 16 0

使用する機器・備品等

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

⑨－⑥特殊ベッド・バスタオル・浴衣・⑨―⑦特殊ベッド、車椅子、リネン類、⑨―⑧とろみ、自助具

（皿、ピンセット箸、フォームラバー、ノーズカットコップ）ゴミ袋、介護用エプロン

⑨―⑨ケリーパット、バスタオル、タオル、お湯、バケツ類、ビニールシート、シャンプー、　　　　　　　ペットボト

ル、軍手、プラスチック手袋（⑨―⑥～⑩）　

⑨―⑩紙オムツ、リハビリパンツ、尿取りパット、布オムツ（バスタオル、ペットボトル、トイレットペーパー、タオ

ル、尿瓶、特殊ベッド、⑨―⑪特殊ベッド、エアマット、体位交換まくら

⑨―⑫エンジェルセット

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



（別添２－２）

令和元年 7 月 5 日現在

シラバス

指定番号：２４３　　　　　　　　　　　　          　　　
商号又は名称：医療法人     河北会                         

科目番号・科目名 （１０）　振り返り

指導目標

研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだ事について再確認を行う。
終業後も継続して学習・研鑽する姿勢、学習課題の認識を行う。

項目番号・項目名 時間数
うち

通学学習
時間数

うち
通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等
（別紙でも可）



①振り返り 3 3 0

テキストによる科目（1）～科目（9）の理解度を確認し、再理解を深め
る。

➁就業への備えと研修終了後
における実例

1 1 0

今後の介護の未来感を学びながら、継続して学ぶべき事を班体制を用いて
グループディスカッション

（合計時間数） 4 4 0

使用する機器・備品等

ミネルヴァ書房　介護職員初任者研修テキスト第３版

※　通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※　各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。
※　時間配分の下限は、３０分単位とする。
※　項目ごとに時間数を設定すること。
※　実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。


